
初

登校
の日

元気に行
って
らっ

しゃ
い！

歓び

赤

ちゃ
んの誕

生・成長

慶び

ボ
ク、生まれて３ケ月だよ！

姉と

買い
物

悦び

姉
ちゃんアレ買ってね！

可児市人権啓発センター（可児市総合会館分室内）
〒509-0203  可児市下恵土5166-1　TEL/FAX 0574（63）7990　

発
行

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

可児ぬくもりネット
アドレス http://www.kani-nukumorinet.jp/
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目次
●募集─ぬくもり人権啓発「標語と300字小説」」
●平成27年度の活動と26年度報告のあらまし
●市民人権意識調査報告（概要）
●コーナー
●心のドア ～真のこととは？～　●可児ぬくもりネットだより（心の響き）　●ぬくもり・まゆちゃん⑱・他

命の
「
よ
ろ
こ
びサイ
クル
」

ぬ
く
も
り
人
権
啓
発

「
標
語
と

　3
0
0
字
小
説
」

●
テ
ー
マ

「
道
徳
」善
悪
・
正
邪
等
に

対
し
て
の
、人
と
し
て
の

ぬ
く
も
り
を
感
じ
ら
れ
る

文
面
と
言
葉（
小
説
は
会

話
を
い
れ
る
こ
と
）

●
応
募
資
格

市
内
在
住
の
人

（
小
中
学
生
）（
高
・一
般
）

●
応
募
方
法

は
が
き
の
表
に
住
所
・
氏

名
・
電
話
、裏
に
作
品（
小

説
1
点
、標
語
2
点
ま
で
）

●
応
募
締
切

9
月
10
日（
消
印
有
効
）

●
入
賞
作
品
数

標
語
約
30
点
・
小
説
約
7

点
●
入
賞
発
表

11
月
初
旬
本
人
通
知

（
小
中
学
生
は
、学
校
か

ら
）

●
作
品
展
示（
入
選
）

人
権
週
間（
12
月
5
日
〜

10
日
）

市
図
書
館
等
で
展
示

ま
た
機
関
紙「
ぬ
く
も
り
」

等
に
掲
載

＊
入
賞
者
に
は
、表
彰
状
と

図
書
券
を
贈
呈

＊
小
中
学
生
は
全
て（
応
募

〜
）学
校
か
ら

●
あ
て
先

本
セ
ン
タ
ー
宛（
本
表
紙

ご
参
照
）

集
募

田

植え
の日

「稲の育ては、命の育て
」（東明

小・
年中

行
事
）

喜び

●new

第
15
回

まこと

2015

月
号6

58
No.

［平成27年6月15日発行］

輝く人とまち　人　つながる可児ー「参画」と「協働」による“市民中心のまちづくり”

はぐくもう 思いやりの心

人権啓発シンボルマーク

人権擁護都市かに
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市 民 人 権 意識調査報告意識調査報告意識調査報告（概要）（概要）（概要）
平成26年度
共同調査部署
（市）人づくり課

特 集

人権相談

学校・企業啓発

地域・家庭啓発

街頭啓発活動

何か困ったらご相談を！

ぬくもりの集い（市民講演会）

・人権教育
・同和教育

家庭教育学級 等家庭教育学級 等

市民対話（市長等が率先）市民対話（市長等が率先）

（第5～6回）ぬくもり教室

人権4コマまんが
「ぬくもりまゆちゃん」入り

ぬくもり標語・300字小説
募集

機関紙発行（ぬくもり）
（全戸配布・年三回）

市役所ロビー又、市図書館掲示市役所ロビー又、市図書館掲示

「和み・生きあっての育み」・
「たたえ合いの心」を！
（企業・外国人と子どもの人権教育の充実）

理念

重点

人は差異・多様ゆえに認め、学び合う人間主義で！

啓発人口　8,000名／年
（本センターの活動に関わり合った人数）

目　標

平成27年度の活動と26年度報告のあらまし平成27年度の活動と26年度報告のあらまし

～大人たちのぬくもりある自覚から～
　　　　　未来ある子どもの育みを!!

H2
6年度

活動報告

啓発人口実績
8,751名
（目標7,500名）

こ
の

活
動は、皆様と共にあ

りま

す！

ゾウ「ゆめ花」書「勇気」をツールにしてゾウ「ゆめ花」書「勇気」をツールにして

・広見小学校　・今渡南小学校
  児童・先生約430人

・広見小学校　・今渡南小学校
  児童・先生約430人

〈1万人啓発運動〉〈1万人啓発運動〉

●ぬくもり本（人権本）を巡回
●小学校2コース
●児童用／教師用：同時
●１ヶ月毎・巡回
●スタート：5月～

人権本巡回制度
（ぬくもりブックス・フロー）

読者しおり
差上げます。

●文字大きさ大・中・小変更可
●ぬくもり日記
●行事案内・募集
●今週のビタミン
●センター紹介
●ぬくもり4コマ
　「マンガ」

ホームページ

継続発信（約週1回編入有）

「道徳勉強会」発足
（4回実施済）

・本センターでは、資質向
上のためブレーンスト
ーミングにて学習して
います。

可児市民「人権意識調査」
4年に1度実施
（概要）
・調査人員：1,000人
・対象：20歳以上
・調査方法：無作為抽出法
・調査項目：16（いじめ、
DV、高齢者、女性、障が
いのある人）等

いなご
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市 民 人 権 意識調査報告意識調査報告意識調査報告（概要）（概要）（概要）
平成26年度
共同調査部署
（市）人づくり課

特 集

0 10 20 30 40 50 （％） 0 10 20 30 40 50 （％）

0 10 20 30 40 50 （％）0 10 20 30 40 50 （％）

１．「いじめ」は、人間として恥ずかしい行為であり、許されない。
２．「いじめ」は、人の心や体を傷つける行為であり、やめた方がよい。
３．ひどい「いじめ」はよくないが、ささいなことなら気にしない方がよい。
４．「いじめ」を受ける子にも原因がある。
５．わからない。

子どもたち同士の「いじめ」によって「仲間はずれ」にされた
り、時には「自殺」にまで追いやられたりする事件が起きて

います。「いじめ」について、あなたのお考えに近いものを１つだけ
選んでください。

インターネット（パソコンや携帯電話）の普及に伴い、これら
を悪用した人権侵害（差別、偏見、誹謗、中傷、他人に知られ

たくない情報を流すなど）が多くなっています。これらを無くすための
方法について、あなたの考え方に近いものを1つだけ選んでください。

１．学校教育や家庭の中で、インターネットで行ってはいけないことを十分に教えること。
２．インターネット企業での自主規制、法律による規制などを強化すること。
３．被害者の相談体制や救済制度を充実すること。
４．インターネットや表現の自由にもかかわる問題であり、慎重な対応が必要。
５．わからない。

１．非常に身近に感じている。
２．少し身近に感じている。
３．どちらともいえない。
４．あまり身近に感じていない。
５．まったく身近に感じていない。

問 問

ＤＶ（家庭内や夫婦、恋人間等に起こる暴力）や、セクハラ
（性的いやがらせ）やパワハラ（上司によるいやがらせ）につ

いて、あなたのお考えに近いものを１つだけ選んでください。
問

あなたは、日ごろの生活の中で、互いの違いを認め合い、相手
の立場を尊重するなどの「人権の尊重」について身近に感じ

ていますか。あなたの感じ方に近いものを1つだけ選んでください。
問

（　）値：前回値（22年度）

・Ｈ22・Ｈ26との比較では、質問12の回答1＋2は84.9→92.1と、＋約7ポイントとなり理解度が増しました。

①目的：平成3年から約4年に1度、市民の人権意識の推
移と新たな人権につき調査し、公的機関等の事
業への活用を図る。

②調査期間：平成26年8月1日～15日

③調査対象者数：
　市民・1,000人（男500人・女500人）（20歳以上）
④回答者数：男165人・女241人　計409人
　 （回答率）　 （33.0％）　（48.2％）   　 （40.9％）

１．「ＤＶやセクハラ、パワハラ」は、人として許されない行為である。
２．「ＤＶやセクハラ、パワハラ」は、人の心や体を傷つける行為であり、やめた方がよい。
３．ひどい「ＤＶやセクハラ、パワハラ」はよくないが、ささいなことなら気にしない方がよい。
４．「ＤＶやセクハラ、パワハラ」を受ける人にも原因がある。
５．わからない。

①男女差別　②いじめ　③高齢者　④障害者　⑤同和問題　⑥同和問題解決　⑦外国人（1）　⑧外国人（2）　⑨ＨＩＶ・エイズ等
⑩更生保護　⑪インターネット　⑫ＤＶ・セクハラ・パワハラ　⑬思いやりの心　⑭人づくり　⑮人権尊重　⑯性別・年令

質問2　「いじめ」について 質問11　インターネットによる人権侵害について

質問15　人権の尊重について質問12

ご回答者の方にお礼申し上げます

ＤＶ（ドメスティックバイオレンス）やセクハラ（セクシャルハラス
メント）、パワハラ（パワーハラスメント）による人権侵害について

考　　察

主な結果

調査項目

あらまし

16問

報告冊子希望者：6月30日までに本センターへお電話下さい。　☎0574-63-7990

（47.9）54.9
32.0（36.6）

8.4（9.3）
3.2（5.0）
1.2（1.1）
0.2（0.2）

38.4（33.2）
37.9（49.7）

6.4（5.6）
11.1（6.3）

5.9（4.7）
0.2（0.5）

14.5（18.5）
30.5（30.2）
35.0（32.7）

16.5（15.8）
3.4（2.0）

0（0.7）

28.1（43.6）
4.4（6.5）

1.7（4.5）
1.7（4.1）
0（0）

64.0
（41.3）

回答１

回答２

回答３

回答４

回答５

無回答

回答１

回答２

回答３

回答４

回答５

無回答

回答１

回答２

回答３

回答４

回答５

無回答

回答１

回答２

回答３

回答４

回答５

無回答

いなご
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（本作品は、全て本職員でつくられています）

〈家族の分かち合い〉
作：Y・K／画：miho

(本センターホームページ)

心の心の
本センターホームページ)

心の心の心の心の心の心の心の心の心の心の心の心の心の心の心の心の心の だより 今週の
ビタミンから

初
夏
の
は
じ
め
に

★
春
か
ら
夏
に
向
か
う
今

が
、万
物
に
と
り
活
動
の
と
き

で
あ
る
。

　こ
の
世
に
生
を
受
け
、命
の

長
短
も
か
ま
わ
ず
、人
な
ど
眼

中
に
な
く
一
途
に
子
孫
繁
栄

の
た
め
動
き
始
め
る
時
で
あ

る
。

★
吉
野
弘（
詩
人
）の
作
品「
I 

w
a
s 

b
o
r
n
」の
中
で

蜻
蛉
が
、2
〜
3
日
で
死
ぬ
が

何
の
た
め
に
世
の
中
に
で
て

く
る
か
と
│
│
。解
剖
し
て
み

て
驚
く
、「
口
は
全
く
退
化
し

て
胃
の
中
も
空
っ
ぽ
、と
こ
ろ

が
腹
に
は
卵
が
充
満
し
て
い

て
胸
ま
で
ぎ
っ
し
り
と
及
ん

で
い
た
」「
目
ま
ぐ
る
し
く
繰

り
返
さ
れ
る
生
き
死
に
の
悲

し
み
が
、咽
喉
元
ま
で
こ
み
あ

げ
て
く
る
よ
う
に
見
え
る
の

だ
」と
あ
る
。

★
精
一
杯
の
自
ら
の
役
割（
使

命
）を
担
い
、懸
命
に
そ
の

時
々
を
生
き
る
こ
と
の
意
味

は
何
か
を
問
う
て
い
た
。人

も
万
物
も
生
れ
出
る
こ
と
を

選
べ
な
い
。だ
か
ら「
絶
対
的

の
権
利
」と
言
え
る
所
以
で
あ

る
。

★
す
べ
て
の
も
の
が
違
い
を

持
っ
て
い
る
が
ゆ
え
に
互
い

を
補
え
る
の
で
あ
る
。

　人
権
も「
受
身
か
ら
の
出
発

で
あ
り
、差
異
か
ら
の
出
発
」

と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

　人
生
は
、幸
せ
獲
得
の
活
動

で
あ
る
か
ら
、互
い
に
生
き
合

う
こ
と
が
大
切
な
の
で
あ
る
。

（
編
集
者
：
川
手
靖
猛
）

﹇
啓
発
の
ひ
か
り
﹈

今
週
の
ビ
タ
ミ
ン

発
信
日
：
2
０
1
3
年
5
月
16
日
編

★
新
緑
に
朝
陽
が
ま
ぶ
し
い
日
、
一
人
二
人
と
元
気
に
集
ま
る

子
ど
も
た
ち
。

旗
を
持
つ
6
年
生
の
新
米
リ
ー
ダ
ー
が
、「
早
く
来
な
い
か
な

ぁ
」と
つ
ぶ
や
き
な
が
ら
、
後
ろ
の
方
を「
キ
ョ
ロ
、
キ
ョ
ロ
」見

て
い
る
。

や
が
て
、少
し
遠
く
か
ら
小
走
り
に
く
る
少
年
が
見
え
る
。

リ
ー
ダ
ー
の
顔
が
ほ
こ
ろ
び「
早
く
〜
早
く
」と
声
を
か
け
る
。

そ
の
少
年
は
、
今
年
入
学
し
た
康
男
で
あ
る
。幼
い
顔
が
汗
で

光
っ
て
い
る
。

★
リ
ー
ダ
ー
が
言
う
、「
お
い
、
こ
の
子
の
ラ
ン
ド
セ
ル
も
持
っ

て
！
」と
。

集
団
の
中
で
力
強
そ
う
な
男
の
子
、憲
一
に
命
令
す
る
。

憲
一
は
、こ
の
と
き
す
で
に
、足
を
少
し
ケ
ガ
し
た
女
の
子
の
ラ

ン
ド
セ
ル
を
持
っ
て
い
た
の
だ
っ
た
。

さ
ら
に
持
っ
て
や
れ
と
言
わ
れ
、
両
手
に
持
ち
に
く
そ
う
に
抱

え
て
い
た
が「
い
や
」と
は
言
わ
な
か
っ
た
。

「
急
げ
、
遅
刻
す
る
ぞ
！
」リ
ー
ダ
ー
は
旗
を
掲
げ
状
況
を
見
な

が
ら
、先
頭
を
早
足
で
歩
く
。

憲
一
は
、一
番
後
か
ら
歩
く
。

★
そ
れ
を
遠
く
で
見
て
い
た
近
所
の
お
母
さ
ん
が
い
た
。両
手

に
ラ
ン
ド
セ
ル
を
抱
え
て
い
る
少
年

が
「
い
じ
め
」
ら
れ
て
い
る
と
思
い
気

を
病
ん
だ
が
、
事
実
が
分
か
り
心
温

か
く
な
っ
た
。

★
そ
し
て
康
男
の
遅
刻
の
原
因
は
、

お
母
さ
ん
が
病
気
の
た
め
入
院
し
、

お
父
さ
ん
が
な
れ
な
い
朝
食
を
つ
く

っ
て
い
た
た
め
で
あ
る
。

★
そ
の
日
か
ら
3
日
間
、
憲
一
は
何
も

言
わ
ず
、
嫌
な
顔
も
せ
ず
、
同
じ
よ
う

に
ラ
ン
ド
セ
ル
を
持
ち
笑
顔
で
登
校

し
た
。

集
団
登
校
の

　
　
　風
景
の
中
に

ま
ゆ
は
大
人
に

な
っ
た
わ
ね
ぇ

そ
の
事
分
か
る

な
ん
て
す
ご
い
よ

お
母
さ
ん
は

毎
日
大
変
だ
ね

同
じ
事
の

く
り
返
し
で
!

何
か
す
る
事
あ
る
？

お
父
さ
ん

毎
日
お
仕
事

あ
り
が
と
う

親
だ
か
ら

あ
た
り
ま
え
よ

♬ ♪

僕
も

何
か
し
な
い
と
な

今
、や
る
べ
き

事
を

一
生
懸
命

や
る
事
だ
よ

今
の
行
動
が

未
来
を

変
え
る
の
よ
!

　〜
new

ゆ
　
え
ん

か
つ
お

ほ
と
と
ぎ
す

き
　
　か
く

や
す

　お

か
げ
　
ろ
う

の
　
　
ど

4

「
目
に
青
葉 

山
ほ
と
と
ぎ
す 

初
が
つ
お
」
　（山
口
素
堂
：
江
戸
中
期
の
俳
人
）の
有

名
な
句
を
口
ず
さ
む
。

　森
や
山
の
木
々
の
若
葉
が
青
色
に
染
ま
り
、山
で
は
ホ
ト
ト
ギ
ス
が
鳴
き
出
す
こ

の
頃
、黒
潮
に
乗
り
北
上
す
る
鰹
の
若
さ
溢
れ
る
味
覚
が
伝
わ
っ
て
く
る
句
で
あ
る
。

目
で
視
て
、耳
で
声
を
聴
い
て
、舌
で
味
を
確
か
め
る
。こ
れ
ら
の
季
語
が
3
つ
入
っ

て
い
て
有
名
で
あ
る
。

　ま
た
同
時
代
の
俳
人
で
宝
井
其
角
の
初
夏
の
句
に
、「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」が
あ
る
。

「
あ
の
声
で 

ト
カ
ゲ
食
う
か 

時
鳥
」と
い
う
句
が
あ
る
。ホ
ト
ト
ギ
ス
の
声
は
、ウ
グ

イ
ス
の
声
の
よ
う
に
澄
ん
で
は
い
な
い
が
似
て
い
る
。ウ
グ
イ
ス
の
巣
に
卵
を
生
み

ウ
グ
イ
ス
に
育
て
て
も
ら
う
習
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、基
角
は
、声
と
や
る
こ
と
が

違
い
す
ぎ
る
、見
か
け
に
よ
ら
な
い
も
の
と
し
て
詠
ん
で
い
る
。

　人
も
外
見
で
判
断
し
て
は
な
ら
な
い
、意
外
な
一
面
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
も
の
。

（
思
い
も
つ
か
な
か
っ
た
）才
能
や
良
さ
を
見
つ
け
た
時
ほ
ど
嬉
し
い
も
の
は
な
い
。

〜（
省
略
）〜

　人
は
、良
い
も
の
を
見
い
だ
せ
れ
ば
自
ら
の
必
要
性
が
増
し
開
花
し
て
、高
み
に

登
っ
て
い
け
る
も
の
で
あ
る
。

　そ
の
時
々
に
目
で
視
て
、耳
で
聴
い
て
、人
の
能
力
を
確
か
め
て
初
め
て
分
か
る

も
の
で
あ
る
。

〜（
省
略
）〜

（
世
に
無
い
も
の
を
つ
く
る
こ
と
は
、励
み
で
あ
り
、や
り
が
い
の
あ
る
も
の
で
あ

る
。）　人

生
、渡
り
鳥
の
よ
う
に
、多
く
の
こ
と
を
経
験
し
な
が
ら
生
涯
を
終
え
る
も
の
、

人
は
心
動
か
さ
れ
る
出
会
い
に
よ
り
、共
に
良
き
大
き
な
充
実
感
と
う
る
お
い
あ
る

人
生
を
送
れ
る
も
の
で
あ
る
。


